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Water analysis of rivers and wells adjacent to the city Fukui proved that the three rivers 
Kuzuryu， Asuwa and Hino resemble fairy in the quality of the water. 
The welI waters showed a moderate difference in the contents of magnesium. silica etc~ 
from the river waters. 
The obtained results are shown in the tables. 
福井市上水道源泉及び市D近郊を流れる嶺北の三大和1JIl，日野川・足羽川・九踊龍川の水質D実態を
確めるため，且つは夫k.飲用若しくは工業用水的。見地から考慮する時の判断資料に供するため，昭和
27年6月15日，8月26日， 11月3自の3固にわたり，化学的調査を行った。
水道源71¥採取については福井市水道課の援助を受け， fi17Kについては舟，堰等を利用してなるべく戸I
D中央部から採水するととにつとめた。
測定方法
1. tHはM.C. L.式比色測定器によって現地で行った。
2. 蒸発残皆は試料水100m1.を蒸発乾間し110aCで乾燥した後秤量して求めた口
3. 過マンガン酸消費量は試水50m1.に.9n硫酸 10m1.と O.Oln過マンガン酸カリ 10ml.とを加え
てか熱し，沸とうし初めてから15分間100aCに保った後O.Oln修酸ゾーダ10m!.を加え過剰の修酸を O.Oln
過マンガン酸カリで滴定した。
1000 過マンガン酸消費量二 0.316xvx一面
但しvは滴定に要した過マンガン酸カりのml.数.
4. 塩素は試水 50m!.に 10%クロム酸カリ数滴を加え O.Oln硝酸銀で滴定した。
5. カルシウムはろ過した試料にアンモェア水を加えて弱7Jレカ U性とし，とれに修酸アンモェウム
を加えてカルシウムを修酸塩として沈智させ，これをろ退洗?陣後，稀硫酸に溶かしO.Oln過マンガン酸カ
Hで滴定した。
6. -<T p~ネシウムは試7J(~:;塩化アンモェウム及び修酸を加えてカルシウムを沈i酵さ4せ，しばらく沸とう
させた後iアンモ=ア71¥で中和してからオキシン溶液によって生じた沈癒を稀アンモ=ア水で、洗った後，
稀塩酸に溶かし，インヂゴカーミンを指示薬として O.Oln臭素酸カ Hで滴定した。
7. 硝酸根の定量は αーナフチルアミン，スルフアエル酸及て具、亜鉛末主用いる方法によった口
8. 珪酸は試水 50m1.をとりとれに 10%モリプデン酸アンモ=ウム液 1m1.と 18n硫酸 2滴を加
え 5分後にクロム酸カり標準溶液と比色した。
9. 鉄の・定量には試水中の第一鉄イオンを酸化して第二鉄イオンに変えてからロダンアンモ=ウムを
加え，硫酸第一鉄アンモz ウム標準溶液と比色する方法によった。
10. 硫酸担の定量には塩酸酸性にした試水に塩化....-{1Jウム試薬を加え，硫酸カリ標準溶液と比濁する
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方法によった。
11. 亜硝酸根は試7Kにαーナフチルアミン及びスルフアェル酸を加えて，亜硝酸ソ戸ダ標準i容液と比
色して定めた白 第 1 図
採水場所 〈第1図に示す〉
1. 足羽川:福井市外板恒橋上流
2. 日 野Jrf:福井市外恐神
3. 九蹟龍JIい福井市外中角橋上流
4: 板煩源井福井市板頃町
5. 一本木源井福井市板明町
6. 丸山源井:福井市開発町
測定結果。平均値を次の衰に示す口
第 1 表
7.K 調 pH 事|く正莞m裏g/l面可 過消マ費量ン元(Fmン'g酸11) 
1.足 調 JI 7.4 71 8.4 
2.日 野 JI 1 7.0 69 9.6 
3.ブL聞寵川 7.4 72 6.5 
1 4.桓垣瀕井 7.3 77 3.1 
:1 5:一本木源井} 7.3 82 '2.7 
16丸山酒井 l7.4 80 2.7 
測定結果四考察
第 2 表 く単位はp.p.m.)
水調 S叫 ICl IsO~ 
【円一干由宇一唱----ーー干-・一一 宇『・一ーー ・-ーー-・E・-唱 F唱-・・・・・・
1.足羽川 9.9 1 7.91 3.8 
3.A閤龍川 9.1 1 6.91 4.8 
4.板垣甑井 5.6 1 8.21 4.2 
5.一本木甑井 4.9 19.814.1 
6.丸山源井 3.9 10.31 4.6 
tH : 11]7.K..井7kとも一般に微アルカリ性を示しているが，日野JIlCD7.0だけが梢目立っている口
蒸発残皆:fr!)7.K.の方が柏少い。
過マンガン酸消費量:1n)7Kは井水にくらべて守、っと多く，有機性物質を多く含むことをはっきり示し
ている。殊に日野川に於て著しく，九頭竜JI!では比較的少い。
塩素:井水はほぼ、同様D価を示すが，V1]7Kでは，日野川が柏大きい。とり傾向は3jn]川白土流地点でも
見られる3)口
カルシウム:一般に井7Kとjn]7Kとの差はない。
マグネシウム:担171くが梢大きい価を示しているD
珪酸:井水には少く， 1n17Kに楠多い口
鉄:河7.K.に梢多い口
硫酸根:井7K，何水についての差は認められない。
亜硝酸根:日野川だけに認められた口有機物の多いととと関係があると思われる。
以上により福井市近郊3河川はほぼ同様な水質で、ある泊jf日野川は他にくらべて柏特異な傾向をもつこ
とが示されている。情311}川とも世界金利/lICD平均に比し?塩素が梢多く，マグネシウム.鉄.硫酸棋が
少い。叉上水道3源井Jl'(V水質は，上記3jTl]JKのそれとよく似た点も見られるが，他方かt.り違う面も
見られる。これについては3源井の存在位置が3河Jllv下流地帯と同ーの第4紀層心地質内にある一
方， 3河川は更にそり上流に於て，中生層.古生層.及び種々の火成岩から成る山岳地帯主持っととなど
り静響を考慮せねばならぬと思われる。
本研究に当り，文献を寄贈された大原農業研究所員小林純氏並びに種々り便宜を計らわれた福井市水道
局水道課の方々に謝意を表する口
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